


  自動車の技術は、環境と安全を基本として、これまでとは異なる大きな過渡期を迎えて

いる。しかも、その動きは速い。このような中で、世界のお客様に期待して頂ける車を開

発するには、大きな挑戦が必要であり、高度で複雑化する挑戦課題を解決する研究者・

開発者の育成がとても重要になる。一方で、大学と社会では大きなギャップもあり、仕事

の進め方にも違いがあるように思える。そのような社会とのギャップの中で、自らが「自分

をどのように育ててゆくのか」を考えることは大切である。ここでは、これまで進めてきた

研究開発における人財育成の考え方や取り組みを示し、自らが「考えるヒント」を紹介す

る。 

【学歴】 

  1978年  3月 広島大学 工学部 化学工学科卒業 

 1980年  3月 広島大学大学院工学研究科移動現象工学専攻 博士前期課程修了 

 

【職歴】 

 1980年  9月 東洋工業株式会社(現マツダ株式会社)入社  

 2005年  6月 車両実験研究部部長 

 2010年  6月 技術研究所所長  

  2015年  1月 技術研究所技監 

                     （現在に至る） 

 その他、東京大学生産技術研究所委嘱研究員、文科省「HPCI戦略プログラム・分野 

 ４次世代ものづくり」推進委員、広島大学大学院医歯薬保健研究院客員教授、「感性 

 イノベーション推進機構」機構長、文科省COIプログラムプロジェクトリーダ、広島県 

 「感性イノベーション推進協議会」会長他を兼務。 

 

【学位】 

 1994年 9月 広島大学 博士（工学） 

【本社】 広島県安芸郡府中町３番地１号 

【資本金】 2,589億5,709万6,762円（2015年3月） 

【社員数】 21,295名（2015年3月） 

       連結44,035名 

【主な事業内容】 乗用車・トラックの製造、販売等 


